
　
日
本
の
ネ
ギ
は
、
大
き
く
分
け
て
、
根
深

（
白
）ネ
ギ
と
葉（
青
）ネ
ギ
に
区
別
さ
れ
、
狭

い
日
本
の
東
西
を
二
分
す
る
食
文
化
が
定
着

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
文
化
や
歴
史
か
ら

み
て
も
、
日
本
固
有
の
伝
統
色
の
中
に
浅あ

さ

葱ぎ

色い
ろ

が
あ
る
ほ
か
、
神
社
仏
閣
や
由
緒
あ
る
橋

の
欄
干
の
擬ぎ

宝ぼ

珠し（
葱
帽
子
）も
ネ
ギ
に
由
来

す
る
と
聞
き
ま
す
。

　
今
回
は
ネ
ギ
の
中
で
、
葉（
青
）ネ
ギ
の
流

通
変
化
を
踏
ま
え
て
、
中
ネ
ギ
産
地
向
け
新

種「
京
千
羽
」（
写
真
１
）を
発
表
し
た
ば
か
り

の
弊
社
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
葉
ネ
ギ
産
地
発

展
へ
の
提
案
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
（
本
文

中
の
ネ
ギ
名
称
の
使
い
分
け
は
第
１
表
参
照
）。

消
費
者
の
需
要
に
応
じ
た
中
ネ
ギ
の

細
分
化
が
進
ん
で
い
る

　
葉
ネ
ギ
は
、
近
年
ま
で
、
そ
の
利
用
方
法

に
よ
り
、
中（
青
）ネ
ギ
と
細（
小
）ネ
ギ
、
芽

ネ
ギ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

最
近
の
加
工
業
務
野
菜
の
需
要
か
ら
、
中
ネ

ギ（
草
丈
₆0
㎝
ほ
ど
の
葉
ネ
ギ
）を
根
付
き
で

収
穫
出
荷
す
る
従
来
の
収
穫
方
法
と
は
別
に
、

新
た
に
地
際
で
刈
り
取
り
を
し
て
、
年
三
回

程
度
の
再
生
栽
培
を
す
る
刈
ネ
ギ
に
分
か
れ

て
き
ま
し
た
。
後
者
の
生
産
が
顕
著
に
増
え

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
葉
ネ
ギ
全
体
の
詳
細
な
流

通
を
統
計
上
知
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
生
鮮
の
青
ネ
ギ
（
根
付
き
の
中
ネ

ギ
：
以
下
統
一
）
と
小
ネ
ギ
の
動
き
は
、
市

場
統
計
で
追
え
る
の
で
す
が
、
葉
ネ
ギ
に
分

類
さ
れ
る
刈
ネ
ギ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
実
需
者

と
の
直
接
取
引
中
心
で
あ
る
た
め
、
公
の
数

値
が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
輸
入
ネ
ギ
の
公

的
統
計
は
、
ネ
ギ
全
体
を
ま
と
め
て
い
ま
す

の
で
、
輸
入
葉
ネ
ギ
の
総
量
は
見
え
ま
せ
ん
。

　
そ
の
上
、
消
費
者
の
食
の
簡
便
化
の
ニ
ー

ズ
に
よ
り
増
え
て
い
る
輸
入
冷
凍
カ
ッ
ト
葉

ネ
ギ
の
総
量
も
、
貿
易
統
計
で
「
そ
の
他
冷

凍
野
菜
」
に
集
計
さ
れ
て
い
る
た
め
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
増
減
が
、
国
産
葉
ネ
ギ
の
価
格
形
成

に
大
き
く
響
く
と
考
え
ま
す
。

大
阪
府
中
央
卸
売
市
場
の
市
況
か
ら

考
え
る
青
ネ
ギ
生
産
の
課
題

①
大
阪
市
場
で
の
青
ネ
ギ
需
要
減
少
か
?

第
１
～
２
図
は
、
大
阪
府
中
央
卸
売
市
場

計
の
青
ネ
ギ（
東
京
市
場
で
は
分
類
な
し
）と

小
ネ
ギ
の
過
去
5
年
間
の
月
間
入
荷
量
と
平

均
単
価
の
変
化
を
分
析
し
ま
し
た
。
青
ネ
ギ

は
明
ら
か
に
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
か
け
て

い
る
こ
と
が
見
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
同
じ
葉
ネ
ギ
の
小
ネ
ギ
は
、
5
年
間

の
動
き
は
入
荷
量
の
多
寡
で
単
価
形
成
が
機

能
し
て
い
る
と
読
め
ま
す
。
図
に
よ
る
紹
介

は
省
略
し
て
い
ま
す
が
、
東
京
都
卸
売
市
場

糸
いと

川
がわ

桂
けい

市
いち

　香川県で生まれ育ち、香川県の野菜普及員と
して３７年（普及員２５年・野菜専技１２年）現場一
筋。全国普及員研修講師をはじめ、加工業務野
菜研修・各県の普及員研修講師を務め、定年後
現職。

※普及員とは、農業改良助長法に基づき国が５年ご
とにその運営指針を定め、これに沿って各県が地
域事情を加えた実施方針を制定し、県庁の出先機
関として普及指導センター等に所属する地方公務
員です。平成３０年現在、普及指導員資格を持った
７,３００名余りが、施策と技術の普及に務めています。

伸
び
る
野
菜
経
営
へ
の

～
普
及
現
場
で
３７
年
、
私
が
見
た
～

第
４
回

ピ
カ
イ
チ
ネ
ギ﹁
京き

ょ
う

千せ
ん

羽ば

﹂の
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
考
え
る
葉
ネ
ギ
産
地
の
発
展

作物としての分類 流通での名称 区分の目安

葉ネギ

中ネギ

青ネギ 草丈６０㎝ ほどの根付きで流通

刈ネギ
（新規の分化に
より筆者が命名）

実需者から指定。刈取収穫のため根
がない。草丈６０㎝ ほどの実需側のニ
ーズが多いが、それ以上もあり。葉
鞘径の制限がある場合もある

細ネギ 小ネギ 草丈４０㎝ ほどの根付きで流通

芽ネギ 芽ネギ スプラウト的な栽培日数の短いネギ

第１表　文中での葉ネギの名称分類

↑タキイ交配「京千羽」。気候変動
を受けにくい安定した伸長性を
もっている。

写真１
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の
小
ネ
ギ
も
大
阪
同
様
に
入
荷
量
に
応
じ
た

単
価
形
成
が
機
能
し
て
い
ま
す
。

　
第
３
図
は
、
青
ネ
ギ
の
価
格
形
成
に
何
が

起
こ
っ
て
い
る
か
を
知
る
た
め
に
、
2
0
1

6
年
と
2
0
2
0
年
の
月
間
入
荷
量
と
平
均

単
価
を
比
較
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
入
荷
量

が
5
年
間
で
２
割
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
の
に

単
価
は
２
割
ほ
ど
下
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

お
好
み
焼
き
の
具
材
キ
ャ
ベ
ツ
を
ネ
ギ
に
変

え
た
ネ
ギ
焼
き
が
名
物
の
大
阪
人
が
青
ネ
ギ

を
食
べ
な
く
な
っ
た
、
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
青
ネ
ギ
の
価
格
形
成
に
何
が
起
こ
っ
て

い
る
か
に
つ
い
て
は
、
市
況
情
報
で
は
読
み

取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、「
カ
ッ
ト
ネ
ギ
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ネ
ッ
ト
検
索
を
す
る
と
、

生
鮮
で
の
刻
み
ネ
ギ
と
鍋
物
用
途
の
笹
切
り

ネ
ギ
の
カ
ッ
ト
野
菜
注
文
案
内
が
複
数
出
て

く
る
こ
と
か
ら
、
加
工
業
務
需
要
の
多
く
が
、

国
産
は
市
場
流
通
か
ら
離
れ
て
直
接
取
引
の

刈
ネ
ギ
に
変
わ
り
、
さ
ら
に
は
中
国
の
契
約

農
場
か
ら
直
接
輸
入
し
て
い
る
の
で
は
と
、

私
は
推
測
し
て
い
ま
す
。

②
8
月
と
9
月
の
供
給
量
減
少

　

第
３
図
で
直
近
5
年
間
の
月
別
入
荷
量
を

比
較
す
る
と
、
8
月
は
50
t
、
9
月
は
１
０

０
t
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
原
因
を
考
え

る
と
、
特
に
2
0
2
0
年
は
連
日
の
猛
暑
で
、

青
ネ
ギ
の
生
育
が
停
滞
し
た
た
め
と
考
え
ま

す
。
品
種
面
で
も
改
善
す
る
べ
き
課
題
で
す
。

生
育
ぞ
ろ
い
が
極
め
て
よ
く
、
真
っ
す
ぐ

に
育
つ
青
ネ
ギ「
京
千
羽
」を
生
か
す

　
第
２
表
に
タ
キ
イ
葉
ネ
ギ
の
特
性
比
較
を

示
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、「
京
千
羽
」の
特

に
強
調
で
き
る
特
性
を
説
明
し
ま
す
。

①
生
育
ぞ
ろ
い
が
極
め
て
よ
い

　
第
４
図
は
生
育
ぞ
ろ
い
を
見
る
た
め
、
葉よ

う

鞘し
ょ
う

径
と
一
本
重
の
分
布
を
他
社
品
種
と
比
較

し
ま
し
た
。
令
和
２
年
の
4
月
25
日
収
穫
の

露
地
栽
培
の
比
較
で
す
。
明
ら
か
に
「
京
千

羽
」
の
生
育
ぞ
ろ
い
が
よ
い
と
言
え
ま
す
。

別
の
見
方
を
す
る
と
、
じ
っ
く
り
充
実
し
な

が
ら
生
育
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
後

に
説
明
す
る「
真
っ
す
ぐ
生
育
す
る
」「
葉
折

れ
が
少
な
い
」
に
つ
な
が
る「
京
千
羽
」の
す

ぐ
れ
た
特
性
で
す
。
同
じ
よ
う
に
、
葉
鞘
径

と
草
丈
の
相
関
を
見
ま
し
た
が
、
対
照
品
種

と
の
明
確
な
差
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
真
っ
す
ぐ
生
育
す
る

　
7
頁
写
真
２
は
、
調
製
作
業
後
の
対
照
品

種
と
の
比
較
写
真
で
す
。
明
ら
か
に
葉
鞘
部

の
曲
が
り
が
少
な
く
、
真
っ
す
ぐ
に
伸
び
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
葉
鞘
部

の
白
い
部
分
が
短
い
の
も
青
ネ
ギ
と
し
て
魅

力
で
す
。
こ
の
原
因
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、

茎
盤
部
の
深
さ
が
対
照
品
種
に
比
べ
浅
い
こ

と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
両
品
種
と
も
に
、

農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：大阪市・大阪府中央卸売市場年報）より

農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：大阪市・大阪府中央卸売市場年報）より

農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：大阪市・大阪府中央卸売市場年報）より

第１図　青ネギの月別入荷量と平均単価
　　　　（2016年から2020年大阪府中央卸売市場計）

第２図　小ネギの月別入荷量と平均単価
　　　　（2016年から2020年大阪府中央卸売市場計）

第３図　青ネギの月別入荷量と平均単価
　　　　（2016年と2020年大阪府中央卸売市場計）
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品種名 収量性 伸長性 そろい性 葉色 分けつ性 耐暑性 耐寒性
京千羽 ４ ４ ４ 濃緑 なし ３ ４
京千緑 ４ ４ ３ 極濃緑 なし ３ ４
小春 ３ ３ ３ 鮮緑 中 ３ ３
小夏 ３ ３ ３ 濃緑 少 ４ ２
黒千本 ３ ３ ３ 濃緑 少 ３ ３

第２表　タキイ葉ネギ特性比較
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第４図　「京千羽」と他社品種の葉鞘径と一本重の相関
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セ
ル
ト
レ
イ
移
植
栽
培
で
す
の
で
、
播
種
や

定
植
の
深
さ
は
差
が
な
い
と
言
え
ま
す
。

「
京
千
羽
」の
根
は
葉
鞘
部
を
引
き
込
ま
な
い

の
で
、
真
っ
す
ぐ
育
ち
、
葉
鞘
の
軟
白
長
が

短
い
の
で
す
。

③
葉
折
れ
が
少
な
い

　

写
真
３
は
、
令
和
２
年
10
月
22
日
定
植
の

写
真
（
香
川
県
善
通
寺
市
の
試
験
圃
場
：
令

和
３
年
2
月
3
日
撮
影
）
で
す
。
左
3
畝
が

「
京
千
羽
」。
右
側
が
慣
行
の
対
照
品
種
で
す
。

慣
行
品
種
の
葉
折
れ
に
比
べ
て
、
明
ら
か
に

「
京
千
羽
」の
葉
折
れ
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

葉
折
れ
程
度
の
差
は
、
生
鮮
出
荷
用
の
青
ネ

ギ
で
は
調
製
時
に
除
か
れ
る
葉
に
な
り
、
製

品
出
荷
量
に
影
響
は
少
な
い
で
す
が
、
刈
ネ

ギ
出
荷
の
場
合
は
、
調
製
時
の
摘
葉
数
が
少

な
く
て
済
み
、
収
量
に
貢
献
す
る
特
性
と
し

て
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
葉
ネ
ギ

産
地
発
展
へ
の
提
案

　
コ
ロ
ナ
禍
以
後
の
野
菜
価
格
変
動
が
、
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
か
、
そ
の
こ
と
へ
の
準
備

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
葉
ネ
ギ
の
経

営
は
、
0
・
3
ha
程
の
家
族
経
営
規
模
か
ら
、

5
ha
を
超
え
る
規
模
の
農
業
法
人
ま
で
、
両

極
端
の
農
業
経
営
が
成
り
立
っ
て
い
る
魅
力

あ
る
品
目
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
後
、
疲
弊
し
た
加
工
業
務
需

要
の
ニ
ー
ズ
変
化
が
起
こ
る
こ
と
。
家
庭
需

要
に
お
い
て
も
、
巣
ご
も
り
期
間
中
に
進
ん

だ
男
性
の
台
所
参
画
で
、
食
の
簡
便
化
は
こ

れ
ま
で
に
増
し
て
進
む
と
思
い
ま
す
。

　
か
つ
て
、
平
成
の
初
め
の
バ
ブ
ル
崩
壊
時

に
安
値
志
向
が
台
頭
し
、
輸
入
野
菜
の
窓
口

が
大
き
く
開
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。
次
に
提
案
す
る
こ
と
は
、
一
例
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
後
の
葉
ネ
ギ
経
営
を
皆
さ

ん
と
考
え
る
材
料
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

①
生
鮮
青
ネ
ギ
産
地
の
準
備

　
生
鮮
青
ネ
ギ
の
需
要
が
な
く
な
る
と
は
思

え
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
後
、
な
け
れ
ば

よ
い
の
で
す
が
、
飲
食
業
の
回
復
ま
で
の
し

ば
ら
く
は
安
値
基
調
に
耐
え
る
準
備
が
必
要

で
す
。
そ
こ
で
、
家
族
経
営
向
け
青
ネ
ギ
農

家
へ
の
提
案
と
し
て
は
、
生
鮮
向
け
の
青
ネ

ギ
の
調
製
で
廃
棄
し
て
い
る
下
葉
の
商
品
化

で
す
。
葉
折
れ
の
少
な
い「
京
千
羽
」の
下
葉

は
、
ひ
と
手
間
掛
け
れ
ば
、
商
品
レ
ベ
ル
に

な
り
ま
す
。
販
路
は
既
存
の
刈
ネ
ギ
農
家
を

窓
口
に
、
フ
ー
ド
ロ
ス
縮
減
の
観
点
か
ら
、

検
討
を
始
め
る
価
値
は
あ
り
ま
す
。
産
地
側

が
品
質
の
統
一
と
集
荷
を
整
え
、
実
需
の
ニ

ー
ズ
を
満
た
せ
ば
、
突
飛
な
提
案
や
夢
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

②
刈
ネ
ギ
生
産
農
家
の
準
備

　
既
存
の
契
約
先
と
の
関
係
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
次
の
準
備
と
し
て
国
産
葉
ネ
ギ
の
冷

凍
刻
み
ネ
ギ
の
商
品
化
を
提
案
し
ま
す
。
冷

凍
刻
み
ネ
ギ
の
既
存
商
品
は
、
第
５
図
の
カ

ッ
ト
野
菜
の
増
加
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
食
の

簡
便
化
が
加
速
し
、
男
性
の
台
所
参
画
が
進

む
今
、
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
聞

き
ま
す
。
現
状
、
国
産
冷
凍
刻
み
ネ
ギ
の
流

通
は
、
一
部
生
協
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
商
品
が

あ
る
の
み
で
、
大
手
冷
食
企
業
の
商
品
は
中

国
産
ネ
ギ
が
原
料
で
す
。
宮
崎
県
産
の
冷
凍

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
が
一
定
の
シ
ェ
ア
を
保
持
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
産
冷
凍
カ
ッ
ト
ネ
ギ

は
、
食
の
簡
便
化
時
代
の
寵
児
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
生
育
ぞ
ろ
い
が
よ
く
、
真
っ
す
ぐ

生
育
す
る
、
葉
折
れ
が
少
な
い「
京
千
羽
」は

冷
凍
カ
ッ
ト
ネ
ギ
に
加
工
し
て
も
、
カ
ッ
ト

の
そ
ろ
い
の
よ
い
商
品
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

資料：農畜産業振興機構「平成30年度カット野菜・冷凍野菜・野菜惣菜に係る小売販売動向調査」㈱KSP-SP及
び㈶流通システム開発センターが収集している全国のスーパーマーケットのPOSデータをもとに作成。
「加工・業務用野菜をめぐる状況」　（農林水産省　令和元年12月）より引用

第５図　カット野菜の千人当たり販売金額の推移

写真２　調製作業後の「京千羽」(左)と
　　　　対照品種

写真３　収穫直前の「京千羽」(左３畝)と
　　　　対照品種

写真４　真っすぐでかたい
　　　　「京千羽」の草姿
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カット（冷凍含む） サラダ 惣菜サラダ キット

↑シャッター扉に葉ネギの根元を
固定。「京千羽」と他社品種を比
較した。「京千羽」のかたさがよ
くわかる。（筆者撮影）
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